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霞ケ浦の歴史

井内美郎(海洋地質部)

YoshioINOUcH工

はじめに

ムるおきたやまとたけるすめらみごとうみぺためく“いで童

古老のいへらく倭武の天皇海辺に巡り辛して

のりはま性まさはのり

乗浜に行き至りましき.時に浜浦の上に多に海苔を

のりはまのりはま

乾せりき.是に曲りて能理波麻の村と名づく.乗浜

よもうみ

の里の東に浮島の対あり.四面絶海にして山と野と

ま1二いへとをあまりいつつところあまりすおほみ

交錯り戸は一十五煙困は七八町余なり.屠める百

たからやなりわひ

姓は塩を欠きて業と為す.(常陸国風土記より)

ひたち

8世紀に書かれたと言われるr常陸国風土記｣には

このよう匁霞ケ浦に関係する記述カミいくつか見うけられ

ます.

ところでこれらの記述を読んで不思議に思われる事

があります.霞ケ浦に関する記述はみな霞ケ油カミ海で

あったことになっています一r古代人は大げさな表現

が好きで琵琶湖を淡海と言ったように湖を海と言った

のだろう.｣と思う人もあるかも知れません.しかし海

苔を乾したり塩をやいていたと言うのですから疑うわ

けにはいきません.

またr霞ケ浦｣という名称も出てきません･今の霞

ながれうみ

ケ浦や北浦の一帯はr流海｣と呼ばれていました(第1

図).

では一体いつ頃から霞ケ浦は淡水の湖に底りr霞ケ

浦｣と呼ばれるように放ったのでしょうか･

霞ケ浦に関する記述や地質学的証挺をもとに霞ケ浦の

茨城郡

行

河1郡爽豪

信太郡氏

植確

下総国

香

L一｣o㎞

第1図古代の｢霞ケ浦｣

鹿

郡

｡

島

一難

十

手

歴吏をさぐる事にしましょう.

1.現在の霞ケ浦

歴史を過去に逆上る前に少し現在の霞ケ浦について

知識を整理しておきましょう･

理科年表(昭和55年度)をみると霞ケ浦は面積167.7

km2周囲138km最大深度7.3m水面の海抜高度O

mで琵琶湖に次ぐ日本第2位の面積をもつ湖である事

がわかります.

最近の霞ケ浦の姿とくに湖底地形は国土地理院発

行の湖沼図によく示されています(第2図).この湖沼

図には湖底地形が50cm毎の等深線で示されており湖

底の起伏が詳しくわかります(第3図).それによると

霞ケ浦の大部分は水深5-6mの湖底平原であり非常

に平坦な地形にたっています･この湖底平原は高浜

入･土浦入などの湾入部へなだらかな傾斜で続いていま

す･これらの湾入部を含む湖底平原の周囲には傾斜のや

や急な斜面があり湖岸へ続いています･一部では斜
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第2図湖沼図の例国土地理院発行湖沼図(一万分の一)

土浦入2を使用したものである�
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策3図霞ケ浦の湖底地形単位はメｰトル

国土地理院湖沼図霞ケ浦より

面と湖岸の間にやや傾斜のゆるやかな湖棚が発達した所

もみられます.このことから霞ケ浦の地形は湖底

平原･湖棚崖･湖棚の3つに分けられることカミわかります.

霞ケ浦の地形で特徴的放ことはもう1つ最深部が湖

心では淀く玉造町西方の高浜大入口付近にある

事です.証拠はまだありませんが私はこの最

深部が高浜入と主湖盆の間の水の交換に伴なう流

れによってできた一種の海金地形を示すものでは

荏いかと考えています｡

各々の湖沼図には同じ範囲の底質図が入ってい

ます.この底質図(第4図)をみると湖底地形と

底質は非常によく対応していることがわかります.

霞ケ浦の大部分を占める湖底平原には泥質堆積物

が湖棚崖には泥又は砂質の堆積物が分布し湖

棚には砂又は礫質の堆積物が分布しています.

これらの特徴は底質の地形断面分布(第5図)をみ

ると一層はっきりわかります.

2.霞ケ浦の歴史

2･1霞ケ浦の入れものの形

霞ケ浦という凹地形はいつ頃できたのかそれ

を知るためには湖底の堆積物やさらにその下の

地質を調べる必要があります.

霞ケ浦の湖底の堆積物を扱った研究は非常に少なく

おそらく運輸省港湾技術研究所で行ったボｰリング調査

が最も本格的で最も深い所までの試料を得たものだと

思われます.
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第4図

霞ケ浦の底質国土地理

院湖沼図霞ケ浦より

≒=･A～且は第5図の断面図の

位置を示す

1.岩2.石3.砂擦4.砂

5.泥質砂6｡砂質泥7.泥

8.黒泥�
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第5図底質地形断面図

湖沼図より

それによると霞ケ浦に堆積した地層(沖積層)の基底は

第6図のように狂っています.

霞ケ浦の水深はほとんどが6メｰトル以下なのでこ

の沖積層基底面図は沖積層の等層厚線図として読みか

えることもできます.

その特徴は沖揮層の層厚分布が現在の湖岸線の形とよ

く似ている事です(もちろん少しは例外的な所もあります.

霞ケ浦の出口付近や大山の東などです).堆積物の堆積作用

は堆積盆の形に規制され現在の霞ケ浦を見ても明らか

のように湖盆を平らに埋めるように堆積していること

から堆積物の層厚分布の形を見れば堆積盆の形成時代

はある程度推定する事カミできます.

沖積層の層厚分布カミ現在の霞ケ浦の形に似た形を示す

ことから沖積層の堆積開始時にはすでに霞ケ浦の入れ

区分は第4図と同じ

ものとしての形はできていたと考えられます(なお霞ケ浦

出口付近では等層厚線は湖岸線と相似ではありません.これ

はあとで述べるように利根川の土砂による埋めたてのためで

霞ケ浦自身の堆積作用によるものではありません.又大山

の東の出っぱりは半島の高まりが東へのびているためと考え

られます).

ではどれくらいまで霞ケ浦の歴史を逆上れるでしょ

うか.現在のところ残念荏カミらそれ以前の地質のデｰ

タはありません･またそれ以上音にはウルム氷期カミ

あって霞ケ浦全体が陸上であった事がわかっています.

そのような時には霞ケ浦地域も侵食作用を受け大きく

地形が変わった事カミ考えられますので今回は霞ケ浦の

歴史を霞ケ浦に海水カミ入りはじめた頃から始める事にし

て霞ケ浦の起源はそれより古いということにしてお

令㌻㎝十
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策6図沖積層下限等深図港湾技研資料より

単位はメｰトル
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第7図第四紀後期以降の海水準変動大鳴1978より�



一62一

＼_ニニクC

�

第8図

�

�

5⑰

�

大山

�一

･α帯十

�

�

並

�

�

麻生町

浮島C'

�

グ＼

霞ケ浦ボｰリング位置港湾技研資料より

A～Jは第9図第10図の断面の位置を示す
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きます.

2･2海の進入

ウルム氷期最盛期が過ぎた2万年前頃から海水準は

いくつかの停滞期を経ながらゆっくりと上昇していき

ました(第7図)｡霞ケ浦地域にもやがて海水が入りは

じめます.沖積層の基底深度をみると一50mより浅い

所が大部分の霞ケ浦地域には約1万年前に海水カミ入って

きた事でしょう.

湖底のボｰリングの資料をみると(第8-10図)沖積層

の堆積物が一45m付近の泥炭層から泥へと移り変ってい

る所が数ケ所みられます.海水カミ入り込む直前の霞ケ

浦は今より規模が小さく低湿地のような状態であった

と考えられます.

この泥炭層の14C年代がわかれば海水の進入した時
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ボｰリング資料による断面図港湾技研資料より

�

期がわかるはずですが残念ながら今はこの試料

はないそうです.

�

第10図

ボｰリング資料による断面図港湾技研資料より

柱状図の上の番号は第8図の位置を示す

Ac:沖積層粘土As:沖積層砂Ap:沖積層泥炭

Dg:洪積層礫Ds1洪積層砂Dc:洪積層粘土

Dp:洪積層泥炭

2･3縄文海進一広がった海一

やがて地球全体の温暖化に伴い海水は陸深く

進入していきました.これは約6千年前の興で

す.

関東平野の縄文時代の海岸線(第11図)に示され

るように海は霞ヶ浦ばかりで祖く印旛沼･手

賀沼･牛久沼などにも入りこの地域は大きな湾

を形成するに至りました･今は個々独立したこ

れらの湖沼も当時は海続きであったわけです･

海は約5千年前を境に再び退ぞいていく事にた

りました･当時の海岸線沿いには貝塚などの遺

跡が残り海の退いていくようすがよくわかりま

す.�
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策1ユ図
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関東平野の縄文時代の海岸線海岸線の位置は

江坂(1972)の資料による

Ks:霞ケ浦Kn:鬼怒湾Ot:奥東京湾丁:東京

湾KIr:古入間湾a:5,000年前の海b:3,000

年前の海

ながれうみ

2･4約千年前の流海

海が退いて現在の海水準に近づいた後も霞ケ浦は湾と

して残り海との連絡は途だえませんでした.はじめ

や

に述べたように霞ケ浦(流海)では海苔を乾し塩を失

いており鯨の他は海のものは何でもいると言われてお

りました.

この頃はまだ霞ケ浦と北浦はつながっており印旛沼

えのうら

ともつながり榎浦と呼ばれる大きな湾もありました.

又浮島は名前のとおり島でした.

中世には霞ケ浦は鹿島灘のr外の海｣に対しr内の

海｣と呼ばれていました.従って当時はまだ海水が

入りこんでいたようです.

その後r歯あ油｣という名は用いられましたがr霞

ケ浦｣という名はまだ現われずこの状態カミ16世紀頃ま

で続いたものと思われます.

2･5霞ケ浦の淡水化一霞ケ浦の成立一

この霞の浦にも転機カミおとずれます.16世紀末から

17世紀はじめにかけて徳川家康の命により利根川がつけ

変えられたのです.それまで江戸湾に流れ込みたび

たび洪水をおこしていた利根川が鹿島灘の方に流れるよ

うになりました.それによって今度は霞ケ浦地域カミ大

きな洪水に一脳まされることになりました.

洪水に伴って大量の土砂が運び込まれます.利根川

流域は埋めたてがすすみ新しい村カミ次々と生まれまし

た､霞ケ浦も同様でした.そして1638年頃には霞ケ

浦の埋めたてがすすみ海との連絡が悪くなり遂に淡水

の湖になりはじめました.

この事はボｰリング資料からも裏付けられます.

霞ケ浦の出口付近は今も砂質の堆積物が分布しています

カミボｰリング資料によると沖積層の下部は泥で霞

ケ浦が内湾的環境であった事を示しています.そして

沖積層の上部は砂になっています.この砂は霞ケ浦の

出口付近にのみ厚く堆積しておりこのよう狂土砂によ

る埋めたては洪水等による運搬を考えないととても説明

がつきません(湖棚の多くは砂からなっていますがほとんど'

は数m以下の厚さです)･

この噴からr霞ケ浦｣という名も定着したと考えられ

淡水湖としての霞ケ浦の歴史か始まりました.それゆ

え現在の霞ケ浦の歴史は始まってまだ350年位である

事になります(第12図)･
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第12図

明治時代の霞ケ浦及びその周囲

関東地方通運吏より一部改変�


